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万
葉
の
里
は
、お
か
げ
さ
ま
で

法
人
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　
社
会
福
祉
法
人
万
葉
の
里
は
、
平
成
14
年
12
月
19
日
の
設
立
登
記
完
了
か
ら
数
え
、
令
和
4
年
度

で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
号
の
特
集
で
は
、
法
人
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
法
人
の
歩
み
や
、
20
周
年
を
記
念
し
た
取
組
の
概
要
を
お
届
け
し
ま
す
。

障
害
者
セ
ン
タ
ー
運
営
社
会
福
祉
法
人
設
立
準
備
会
が
発
足

居
宅
介
護
事
業
所「
ウ
イ
ン
グ
」を
開
始

喫
茶
の
分
室「
ス
イ
ー
ツ
い
ず
み
」を
開
設
、
洋
菓
子
製
造
を
開
始

障
害
者
セ
ン
タ
ー
開
設
10
周
年
を
迎
え
る

障
害
者
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
協
定（
第
4
期
）締
結

法
人
設
立
20
周
年
を
迎
え
る

障
害
者
セ
ン
タ
ー
開
設
20
周
年
を
迎
え
る

障
害
者
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
協
定（
第
2
期
）締
結

共
同
生
活
支
援
事
業
所
万
葉
の
里「
ケ
ア
ホ
ー
ム
ひ
か
り
」を
開
設

就
労
継
続
支
援
事
業
B
型「
ど
ー
む
」を
開
始

指
定
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
、
指
定
管
理
者
と
な
る

障
害
者
セ
ン
タ
ー
開
所（
職
員
31
名
、
利
用
者
46
名
で
国
分
寺
市

か
ら
受
託
し
た
5
事
業
を
開
始
）

法
人
設
立
発
起
人
会
が
発
足

自
立
訓
練
事
業「
は
ば
た
き
」を
開
始

法
人
設
立
認
可
の
受
理
・
登
記
完
了
、「
万
葉
の
里
」が
発
足

3月4月4月4月4月12月4月 4月 9月 4月 10月10月6月 12月

社
会
福
祉
法
人
万
葉
の
里
は
、
今
年
で
設
立
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
国
分
寺
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
建
設
・
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
前
史
と
い
え
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

平
成
3
年
（
1
9
9
1
年
）
当
時
、
国
分
寺
市
で
は
、
障

害
者
施
設
に
関
す
る
計
画
は
な
く
、
6
千
人
の
請
願
書
が

「
国
分
寺
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
の
方
々
に
よ
っ
て
集

め
ら
れ
、
平
成
9
年
（
1
9
9
7
年
）
に
、
市
の
長
期
計

画
に
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
10
年
（
1
9
9
8
年
）

に
建
設
検
討
委
員
会
が
発
足
し
、
公
設
民
営
で
行
う
こ
と
、

新
し
い
法
人
の
設
立
を
検
討
す
る
こ
と
、
具
体
的
な
検
討

は
市
内
障
害
者
団
体
、
社
会
福
祉
法
人
が
中
心
と
な
っ
て

行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
過
を
踏
ま
え
、

生
ま
れ
た
の
が
万
葉
の
里
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
障

害
者
セ
ン
タ
ー
建
設
や
運
営
に
関
わ
っ
て
き
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
20
年
を
振
り
返
り
、
思
う
こ
と
は
、
障
害

者
福
祉
制
度
が「
措
置
」か
ら「
契
約
」、「
施
設
」か
ら「
在
宅
」

「
地
域
」、
そ
し
て
、
障
害
の
種
別
に
関
わ
り
な
く
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
制
度
や
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
で
す
。
障
害
者
福
祉
制
度
が
充
実
し
て
い
く
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
制

度
や
仕
組
み
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
と
お
り
に
執
り
行
う
だ

け
で
は
、利
用
者
が
求
め
て
い
る
本
当
の
意
味
で
の
「
支
援
」

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
制
度
や
仕
組
み
に
魂
を
入
れ
る

こ
と
が
今
、
私
た
ち
支
援
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
魂
を
入
れ
る
」
と
は
、
利
用
者
目
線
に
立
ち
、
私
た
ち
が

持
っ
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
い
う
専
門
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
制
度
や
非
制
度
的
な
も
の
を
も
重
ね
合
わ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
の
希
望
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
支
援
を
届
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
法
人
設
立
20
年
を
迎
え
、
改
め
て
こ
の
よ

う
な
思
い
を
胸
に
、
障
害
者
福
祉
を
担
う
法
人
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
長　
室むろ
ち地
隆たか
彦ひこ

法
人
創
立
20
周
年
を
迎
え
て

7月
障
害
者
セ
ン
タ
ー
建
設
検
討
委
員
会
が
発
足

「
K
O
C
O
・
ジ
ャ
ム
」竣
工

3月
障
害
者
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
協
定（
第
5
期
）締
結

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
市
の
委
託
事
業
を
受
託

4月
共
同
生
活
援
助
事
業「
ケ
ア
ホ
ー
ム
こ
の
葉
」を
開
始

6月
生
活
介
護
事
業「
こ
の
里
」を
開
始

7月
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20周年を記念した取組がスタートしています！20周年を記念した取組がスタートしています！20周年を記念した取組がスタートしています！20周年を記念した取組がスタートしています！

取組
3

阿あ

部べ

由ゆ

美み

法
人
創
立
20
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
娘
は
、
障
害
者
セ
ン
タ
ー
開
所
以
来

20
年
間
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害
の

重
い
娘
は
、
言
葉
で
自
分
の
想
い
を
伝
え
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
職
員
の
皆
さ
ん

は
い
つ
も
本
人
の
想
い
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

そ
の
想
い
に
応
え
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
、
丁
寧
に
対
応
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
娘
は
自
分
の

気
持
ち
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
え
よ
う
と
す

る
よ
う
に
な
り
、
最
近
は
娘
と
気
持
ち
が
通

じ
合
う
と
感
じ
る
こ
と
が
増
え
、
と
て
も
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

親
は
、
障
害
が
あ
っ
て
も
本
人
ら
し
く
豊

か
な
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
障
害
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
経
験
す
る

機
会
が
少
な
い
の
で
す
が
、
失
敗
を
恐
れ
ず

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
楽

し
い
こ
と
も
苦
し
い
こ
と
も
経
験
し
て
い
く

こ
と
が
豊
か
な
人
生
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
娘
の
伴
走

者
と
し
て
寄
り
添
い
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本人らしく豊かな人生を

　万葉の里では、創立20周年を記念し、さまざまな取組を進めています。令和4年度を新たなスタート
の年と捉え、法人の理念である「ともに創る　ともに生きる」を合言葉に、地域の皆様との関係性を深
めながら、誰もが住みよいまちを創っていく法人として、今後も歩みを進めていきたいと思います。

取組

取組

MessageMessage

（
N
P
O
法
人
国
分
寺
市

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
副
理
事
長
）
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販売開始：令和4年10月1日～
販売場所： この里販売所（KOCO・ジャム駐車場内）

※ 毎週木曜日は、障害者センター
　でも出張販売します。

価　　格：100 円

万
葉
の
里
の
各
事
業
部
門
の
ご
利
用

者
と
職
員
が
協
働
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
紙

片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
皆
で
一
つ
の

も
の
を
創
り
上
げ
る
時
間
を
共
有
し
、
作

品
を
共
同
制
作
す
る
こ
と
で
、
法
人
創

立
20
周
年
の
機
運
を
高
め
な
が
ら
、
皆

様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
し
ま
す
。

＊ 完成した共同制作は、次号誌面
にて紹介するとともに、障害者
センター等に展示する予定です。

ミサンガは、手首や足
首につける刺繍（し
しゅう）糸のお守り
で す。ファッション
小物としてコーディ
ネートのアクセント
にも♪

※ スイーツいずみ（国分寺市泉町 3-10-1）
　でも販売しています！

・プレーン
・ラズベリー
・ほうじ茶
・抹茶
・かぼちゃ
の５種類です

販売期間：令和4年10月1日～12月28日
販売場所： 喫茶いずみ（障害者センター1階）
価　　格：150円（1袋５枚入り）

2

1

　万葉の里のロゴマークをイメージし、緑・黄・赤の３色
の糸を基調としたオリジナルミサンガ。生活介護事業
この里の利用者さんが１本１本丁寧に紡いだ作品です♪

　万葉の里の「葉」をイメージし、無添加・無着
色の安心素材を使用した５色を彩るオリジナル
クッキー。就労継続支援事業B型どーむが作っ
た甘さ控えめの一品です♪

チェック！チェック！ チェック！チェック！

➡
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自立訓練事業 はばたき

一人ひとりの「やりたい」
「なりたい」にこたえたい

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

万
葉
万
葉

C
o

l l e c t i o n

平
成
20
年
4
月
の
開
設
か
ら
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
利
用
者
の
「
や
り
た
い
」「
な
り
た
い
」
に
こ
た
え
て
き
ま
し
た

「
自
立
訓
練
事
業
は
ば
た
き
（
以
下
、
は
ば
た
き
）」
で
は
、

生
活
訓
練
と
機
能
訓
練
の
2
つ
の
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
生
活
訓
練
は
知
的
・
精
神
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に

週
3
日
、
機
能
訓
練
は
身
体
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
週

2
日
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
目
的
に
沿
っ
て
、
訓
練

の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
生
活
訓
練
は
、
食
事

や
買
い
物
、
体
調
管
理
な
ど
生
活
す
る
上
で
必
要
な
能
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
活
動
を
中
心
に
行
い
ま
す
が
、
中

に
は
、
作
業
（
仕
事
）
や
学
び
（
学
習
）
を
中
心
に
活
動

す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
事
業
所
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
り
ま

す
。
機
能
訓
練
は
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
身
体
機
能
の
回
復
を
目
指

す
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

は
ば
た
き
で
は
、
利
用
者
と
の
話
し
合
い
の
中
で
ニ
ー

ズ
や
希
望
を
確
認
し
、
個
別
に
活
動
内
容
を
組
み
立
て
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
週
間
予
定
表
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
皆

が
揃
っ
た
ら
朝
会
を
行
う
」「
昼
食
と
休
憩
を
と
る
」
こ

と
以
外
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
活
動
内
容
の
基
本
と
な
る

も
の
（
図
１
参
照
）
と
利
用
者
の
体
調
を
照
ら
し
て
、
皆

で
相
談
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。「
自
分
の
意
思
や

気
持
ち
の
伝
え
方
を
身
に
つ
け
、
相
手
の
意
見
や
考
え
を

受
け
止
め
る
」
と
い
う
利
用
者
同
士
の
や
り
取
り
を
大
切

生活の基礎をつくる 食生活、生活リズム、
体調管理、環境整備など

自分の生活をつくる 金銭管理、家事、整容、
安全・危機管理など

自分の障害や病気を
理解する

人間関係、コミュニケーショ
ン、自己肯定感を高めるなど

地域生活を
充実させる

就労、社会参加、恋愛、余暇、
情報の活用など

自分の権利をいかす 社会制度、支援制度の活用
及び利用など

図 1　活動内容の基本となるもの図 2　利用目的例

＊ 朝起きて、日中活動して、夜寝
たい（生活リズムを整えたい）。
＊ 長期入院している。退院して住
み慣れた地域に戻って生活した
い。
＊ 不安や悲しみ、怒りなどの感情
のコントロールが上手くできな
い。
＊ 対人関係が苦手で、学校や職場
などで苦しい思いをした。
＊ さまざまなことに自信がなく、
家を出る気持ちになれない。
＊ 仕事に就きたいが何をどうした
ら良いのかわからない。
＊ 病気や障害により、将来のこと
を考えられない。
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に
し
な
が
ら
、
自
分
で
考
え
て
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に
、

個
別
に
練
り
上
げ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

は
ば
た
き
を
利
用
す
る
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
（
図

２
参
照
）、
初
め
て
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
強
い
不

安
や
緊
張
を
抱
い
て
い
る
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

は
ば
た
き
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
肩
の
力
が
抜
け
、
不
安

や
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
よ
う
、
利
用
の
問
合
せ
や
相
談
の
段

階
か
ら
、
当
事
者
や
ご
家
族
の
気
持
ち
に
全
力
で
寄
り

添
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
安
心
し
て
通
え
る
」

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
初
め
て
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
ち
、
自
立
に
向
け
た
一
歩
を
と
も
に
踏
み
出
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

自
立
訓
練
は
有
期
限
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
は
ば
た
き
で

の
活
動
を
含
め
て
、
日
々
の
生
活
が
自
分
の
人
生
を
つ
く

り
、
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
出
会
い
、
関
わ
る
人
も
ま
た
、

自
分
の
人
生
を
作
り
上
げ
る
大
切
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
日
一
日
を
大
切
に
、
利
用
者
の
可
能
性

を
引
き
出
し
、一
人
ひ
と
り
の
「
や
り
た
い
」「
な
り
た
い
」

に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
通
所
支
援
1
課　
課
長
補
佐　
佐
藤 
慎
太
郎
）

自
立
訓
練
と
は
　�「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の
訓
練
等
給
付
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期

間
に
わ
た
り
、
身
体
機
能
や
生
活
能
力
の
維
持
・
向

上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
生
活
等
に
関
す
る
相
談

や
助
言
等
を
受
け
る
機
会
を
提
供
し
、
障
害
者
が
自

立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

電車やバスなど、公共交通機関の利用方法を学び、日常生
活に必要な能力を身につけます。

生活の基礎となる体力づくりや地域での就労体験
の一環としてポスティングを行っています。

園芸では、自然と触れ合うことで心と身体を整える力を養います。
また、作業を通じて、地域との交流や対人コミュニケーションの
向上につなげます。

対 象 者： 国分寺市内在住、訓練等給付の支給決定を受けている方

対象年齢：18 ～ 65 歳

開 所 日：生活訓練（月・水・金曜日）、機能訓練（火・木曜日）　※祝祭日、年末年始を除く。

開所時間：9 時～ 16 時

定員/期間：生活訓練（6 名 /2 年間）、機能訓練（6 名 /1 年 6ヵ月）　※週 1日、1 時間～の利用も可。

活動内容：生活訓練（創作・買い物・外出・生活訓練連動プログラム・調理実習・施設見学・各種講座など）
　　　　　機能訓練（理学療法・作業療法・言語訓練・調理実習・個別プログラム・買い物・一日外出など）

自立訓練事業 はばたき（令和4年4 月1日現在）
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　万葉の里の関係機関・団体の方々にスポットをあててインタビュー
を行うコーナー「Let’s（レッツ）」。第２回は、障害者センターで通
所事業を利用する皆さんの身体機能の向上・維持のため、リハビリテ
ーションや訓練などで支援を行っている「理学療法士」の滝

たき
通
みち
子
こ
さんに、

日々の仕事や訓練に対する思いを伺いました。

専門職

理
学
療
法
士
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

理
学
療
法
士
は
、
P
T
（Physical Ther-

apist

の
略
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
病
気
や
事

故
な
ど
で
身
体
等
に
障
害
を
抱
え
た
人
や
身
体

機
能
が
低
下
し
た
人
に
対
し
て
、
運
動
療
法
な

ど
を
用
い
て
、
身
体
機
能
の
回
復
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
起
き
る
、
座
る
、
立
つ
、
歩
く
な
ど

の
日
常
生
活
を
行
う
上
で
基
本
と
な
る
動
作
能

力
の
回
復
や
機
能
の
維
持
、
障
害
の
悪
化
の
予

防
を
目
的
に
支
援
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
専
門
職
で
す
。
私
は
現
在
、
障
害
者
セ
ン
タ

ー
を
含
め
て
4
カ
所
で
勤
務
し
、
今
年
で
職
歴

16
年
目
に
な
り
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
さ
ん
の
体
調
や
気
持
ち
の
変
化
に
応

じ
て
、
日
々
訓
練
の
内
容
や
頻
度
、
運
動
の
負

荷
量
を
調
整
し
ま
す
が
、
ご
本
人
の
疾
患
だ
け

を
見
て
い
て
は
、
本
当
に
支
援
が
必
要
な
部
分

を
見
落
と
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

成
育
歴
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
、

楽
し
み
は
何
か
、
利
用
者
さ
ん
の
全
体
像
を
よ

く
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
利
用
者
さ
ん
の
状
態
を
把
握
し
て
い
る
ご

家
族
や
支
援
者
と
の
情
報
共
有
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
常
に
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
て
、
よ
く
笑
い
、
何
事
も

楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
私
自
身
が
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
と
の
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

通
所
開
始
当
初
は
、
前
向
き
に
な
れ
ず
に
い

た
利
用
者
さ
ん
が
、
訓
練
の
内
容
と
回
復
の
イ

メ
ー
ジ
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
身
体
機
能
の
改
善
が
得

ら
れ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
の
積
み
重
ね
で
、
ゴ

ー
ル
ま
で
の
道
の
り
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
た
と
え
小
さ
な
変
化
で
あ
っ
て
も
、

積
み
重
ね
て
き
た
訓
練
の
成
果
を
振
り
返
っ
た

と
き
、
前
よ
り
も
「
で
き
て
い
る
」
と
い
う
実

感
を
利
用
者
さ
ん
自
身
が
認
識
で
き
る
と
大
き

く
前
進
し
て
い
き
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
支
援
の
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
た

瞬
間
が
、
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
ね
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
生
活
介
護
事
業
太
陽
の
グ
ル
ー
プ
で

「
D
V
D
グ
ル
ー
プ
体
操
」
と
い
う
新
た
な
取

組
を
企
画
検
討
し
て
い
ま
す
。
私
が
音
楽
に
合

わ
せ
て
体
操
を
し
て
い
る
様
子
を
動
画
に
撮
り
、

私
が
出
勤
し
て
い
な
い
時
で
も
、
利
用
者
さ
ん

と
一
緒
に
体
操
す
る
こ
と
が
で
き
、
身
体
機
能

の
回
復
・
維
持
に
貢
献
で
き
た
ら
な
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
場
の
支
援
員
さ
ん
と
相
談
し
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

１人ひとりに合わせたメニューを組
み立て、利用者さんと一緒に身体を
動かす滝 PT

チラシ配布作業に向かう
利用者さんとパチリ♪

Let’s doing physic
al 

exercise togethe
r！

アップテンポな曲に合わせ、座ったまま
でもできる「DVD グループ体操」のワ
ンシーンです。
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介職 員 リ レ ー 紹

私は、福祉の仕事に就いてから
12 年になります。日々の仕事の中
で私が大切にしていることは、利用
者さんと一緒に考えることと、職員、
ご家族、関係機関とのつながりで
す。2 年前、ケアホームこの葉に異
動した当初は、初めてのことばかり
でとても不安でしたが、先輩たち
に助言をいただきながら、日を重ね
るごとに利用者さんを知る部分が
増えていきました。

グループホームは生活の場です
が、利用者さんは、さまざまな支
援者と関わりながら生活を送って
います。ご家族はもちろん、関係
機関とともに利用者さんの豊かな
生活のために必要な支援を考えて
いくことの大切さを実感していま
す。そして、日常の中で、利用者
さんと職員が笑顔で話している姿
を見ると、とても温かい気持ちにな
ります。皆が笑顔で安心できるグ
ループホームを目指し、今後もご
家族、関係機関の方と密に連携を
図り、チームとして、利用者さんの
強みをたくさん引き出していけるよ
う、努めていきたいと思います。

次回は柴
しばた

田 麻
ま

希
き

子
こ

さんの紹介です

私は、短期入所事業の介護人か
ら始まり、途中異動、退職、再就
職を経て、現在の部署で仕事をさ
せていただいています。

さまざまな方と関わる中で、利用
者さんは誰しも自身の生活を主体
的に決め、行動し、コントロールし
ていく力を持っていると感じていま
す。そんな利用者さんの人生の一
場面に関わらせていただくとき、隣
に寄り添い、一緒に悩み考え、一
緒に一歩を踏み出し、関わりの中で
利用者さんが持つ主体性を引き出
していく。私は、そういう存在が援
助職なのだと思います。私の尊敬
するリハビリテーション科の医師は、
援助職を「伴

ばん
歩
ぽ

者
しゃ

」と表現してい
ました。伴走者よりも、ゆったりと
した歩みを表しているそうです。

利用者さんが迷うとき、楽しいと
き、辛いとき、嬉しいとき、半歩後
ろで寄り添い、気持ちを共有でき
るような伴歩者をこれからも目指し
ていきたいと思います。利用者さん
の皆さんと話すことで、いつもたく
さんの元気をいただいています。

お気軽にお声かけくださいね。

松
まつばら

原 真
ま

生
お

地域支援1課 地域活動支援センターつばさ
勤続年数：７年
好きな言葉：何事も経験
趣味：音楽鑑賞、演奏（ベース）、京都旅行

亀
かめたに

谷 歩
あゆみ

地域支援2課　ケアホームこの葉
勤続年数：7年
好きな言葉：日々学び
趣味：フェスで音楽を聴くこと

次回は佐
さとう

藤 慎
しんたろう

太郎さんの紹介です

私は小学 5 年生から 2 年間、母
に勧められ手話・点字教室に通い、
初めて目の見えない人や耳の聞こ
えない人と関わりました。そこで、
障害のある方が自分よりも色々な
ことができ、日常生活を当たり前の
ように送っていることを知り、やり
たいことを支える縁の下の力持ち
になりたい、お手伝いをしたいとの
思いでこの仕事に就きました。

はばたきでは、「あなたの『やり
たい』『なりたい』にこたえたい」
を合言葉に、利用者さん一人ひと
りの思いを聴き、これからの生活や
仕事のことを一緒に考えます。利
用期間が限られる中で、やりたいこ
とを探したり、“できない”と諦め
ていたことを“もう一度やってみよ
う”とチャレンジしたりと、利用者
さんの気持ちの変化をつかむこと
は難しいことだと思っています。そ
れでも、皆さんが今後のことを考
え、思いを巡らす日々を尊い時間だ
と感じています。これからも利用者
さんとともに試行錯誤を重ねなが
ら、気持ちの変化を捉え、やりたい
ことを見つけていけるきっかけづく
りの種まきをしていきたいです。

村
むらやま

山 愛
ちか

通所支援１課　自立訓練事業はばたき
勤続年数：10年
好きな言葉：十人十色
趣味：野菜づくり、山登り

次回は荒
あら

貴
たか

裕
ひろ

さんの紹介です
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写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
ご
案
内

●
応
募
資
格
：
国
分
寺
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
活
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

●
募
集
期
間
：
令
和
4
年
10
月
1
日
~
令
和
5
年
1
月
31
日

●
応
募
点
数
：
お
一
人
に
つ
き
１
点
ま
で

●
応
募
方
法
：
メ
ー
ル
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
は
、
❶
作
品
タ
イ
ト
ル
・
❷
撮
影
年
月
日
・

❸
撮
影
場
所
・
❹
応
募
者
の
お
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）
・

❺
当
選
し
た
場
合
の
ご
連
絡
先
・
❻
国
分
寺
市
や
万
葉
の

里
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
必
ず
添
え

て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

·
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
撮
影
者
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
作

品
は
、
主
催
者
が
制
作
す
る
20
周
年
の
記
念
品
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
）
や
広
報
誌
で
の
紹
介
等
に
使
用
し
ま
す
。

予
め
ご
了
承
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
他
の
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
に
応
募
し
た
こ
と
の
あ
る
作
品
は
無
効
と
し
ま
す
。

·
人
物
を
撮
影
し
た
作
品
の
場
合
は
、
そ
の
方
の
了
承
を
得

て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
と
被
写
体
及
び
そ
の
関
係
者
の
間

で
、
何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
主
催
者
は
そ
の

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

·
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
は
問
い
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
作
品

（
画
像
デ
ー
タ
はJPEG

形
式
）
の
み
と
し
ま
す
。
過
去
に

撮
影
し
た
写
真
で
も
可
で
す
。
作
品
の
容
量
は
、
２
M
B

以
上
、
10
M
B
以
下
と
し
ま
す
。

·
他
人
の
著
作
物
を
撮
影
し
、
そ
れ
を
素
材
に
加
工
や
合
成
を

し
た
場
合
、
著
作
権
の
侵
害
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
審
査万

葉
の
里
ご
利
用
者
お
よ
び
職
員
に
よ
る
投
票
を
実
施
し
、

入
賞
作
品
6
点
を
決
定
し
ま
す
。

●
賞
・
商
品

最
優
秀
賞
1
点（
ク
オ
カ
ー
ド
3
千
円
分
）

優
秀
賞　

2
点（
ク
オ
カ
ー
ド
2
千
円
分
）

入　
選　

3
点（
喫
茶
い
ず
み
お
食
事
券
＋
20
周
年
記
念
品
）

●
結
果
発
表

﹃
こ
と
の
は
﹄2
0
2
3
年
春
号
（
令
和
5
年
4
月
1
日
発
行
）

の
誌
面
及
び
法
人
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

募集テーマ

わ
た
し
の
住
む
ま
ち
国
分
寺

心
と
き
め
く
国
分
寺
市
や
万
葉
の
里
に
ま
つ
わ
る
一
コ
マ
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

作品
大募集！

●応募先

皆さんのご応募
　　お待ちしています！！
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取組
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▶ メール：
kouhoumanyounosato@gmail.com

▶ウェブフォーム：
https://forms.gle/3V6xpGvUybkFV9sN8

●問合先
社会福祉法人万葉の里
広報委員会（担当：宮澤）
電話：042-321-1212


